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1
10
頁

「
箱
根
八
里
」
と
漢
詩

丹

羽

博

之

要

旨
鳥
居
枕
作
詞

・
瀧
廉
太
郎
作
曲
の

「箱
根
八
里
」
は
、
明
治
三
十
四

(
一
九
〇

一
)
年
三
月
刊

の

『中
学
唱
歌
』
に
於

い
て
発
表
さ
れ
た
。

一

箱
根
の
山
は
天
下
の
険

函
谷
関
も
物
な
ら
ず

万
丈
の
山
千
初
の
谷

前
に
聾
え
後
に
支
う

雲
は
山
を
廻
り

霧
は
谷
を
閉
ざ
す

昼
猶
暗
き
杉
の
並
木

羊
腸
の
小
径
は
苔
滑
ら
か

一
夫
関
に
当
る
や

万
夫
も
開
く
な
し

天
下
に
旅
す
る
剛
毅
の
武
士

大
刀
腰
に
足
駄
が
け

八
里
の
岩
根
踏
み
鳴
ら
す

斯
く
こ
そ
あ
り
し
か

往
時
の
武
士

(1)

 

「箱
根

八
里
」

と
漢

詩
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二

箱
根
の
山
は
天
下
の
阻

蜀
の
桟
道
数
な
ら
ず

万
丈
の
山
千
初
の
谷

前
に
聾
え
後
に
支
う

雲
は
山
を
廻
り

霧
は
谷
を
閉
ざ
す

昼
猶
暗
き
杉
の
並
木

羊
腸
の
小
径
は
苔
滑
ら
か

一
夫
関
に
当
る
や

万
夫
も
開
く
な
し

山
野
に
狩
り
す
る

剛
毅
の
壮
士

猟
銃
肩
に
草
鮭
が
け

八
里
の
岩
根
踏
み
破
る

斯
く
こ
そ
あ
り
け
れ

近
時
の
壮
士

「箱
根
八
里
」
の
歌
詞
は
、
「
函
谷

関
も
物
な
ら
ず
」
「
万
丈

の
山
」
「千
初

の
谷
」
=

夫
関
に
当
る
や
万
夫
も
開
く
な
し
」
「
蜀
の
桟
道
数
な
ら
ず
」
等
、

い

か
に
も
明
治
う
ま
れ
ら
し
く
漢
詩
漢
文

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

『新
修
漢
文

新
制
版

巻

二
』

(昭
和
十
二
年
七
月
印
刷

昭
和
十
六
年
八
月
修
正
印
刷
)
を
読

ん
で

い
る
と
、
草
場
侃
川

(
一
七

八
八
～

一
八
六
七
)

の

「
山
行
示
同
志
」
詩
に
目
が
留
ま

っ
た
。
以
下
に
そ
の
詩
を
挙
げ
る
。

(2)

 

路
入
羊
腸
滑
石
苔

風
従
鮭
底
掃
雲
廻

登
山
恰
似
書
生
業

一
歩
歩
高
光
景
開

路
羊
腸
に
入
り
て

石
苔
滑
ら
か
に

風
鮭
底
に
従
ひ

雲
を
掃
ひ
て
廻
る

山
に
登
る
は

恰
か
も
書
生
の
業
に
似
た
り

一
歩
歩
高
く
し
て

光
景
開
く



一
読
、
起
句
は

「箱
根
入
里
」
と

そ

っ
く
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然

の

一
致
と
は
考
え
に
く

い
。
鳥
居
枕
が
箱
根

の
険
を
表
現
す
る
と
き
に
、
草
場
の
詩
を

利
用
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
承
句

の

「掃
雲
廻
」
「鮭
底
」
は

「
箱
根
八
里
」
の

「雲
は
山
を
廻
り
」
「猟
銃
肩

に
草
鮭
が
け
」
に
似
通
う
。
当
時

は
先
行
作
品
を
上
手

に
利
用
す
る
の
が
常
套
手
段
。
寧

ろ
、

い
か
に
先
行
作
品
を
利
用
す
る
か
が
作
者

の
腕

の
見
せ
所

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「箱
根
入
里
」

の

出
だ
し
の

「箱
根

の
山
は
天
下

の
険

」
は
白
楽
天
の

「夜
入
崔
唐
峡
」
の
冒
頭

「嬰
唐
天
下
険
」
を
参
考
に
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
嬰
唐
峡
の
上
流
に
は
、

蜀

の
桟
道
が
あ
る
。

草
場
の
詩
は
、
山
行
に
託
し
て
、
学
問
は
上
達
す
る
に
従

い
物

の
見
方
が
広
く
な
る
こ
と
を
同
志
に
説

い
た
も

の
で
あ
り
、
教
訓
的

・
勧
学

の
詩

で
あ
り
、

旧
制
中
学
生
が
学
ぶ
に
は
ま

こ
と
に
ふ
さ
わ
し

い
教
材
と
言
え
よ
う
。
「箱
根

八
里
」
も

『中
学
唱
歌
』
に
発
表
さ
れ
た
と

い
う

こ
と
は
、
旧
制
中
学

の
唱
歌

の
時
間
に
歌
わ
れ
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。
明
治
期

の
極
め
て
優
秀
な
旧
制
中
学
生
は
、

こ
の
唱
歌
を
歌

い
な
が
ら
草
場

の
詩
を
想
起
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
唱

歌
を
歌

い
な
が
ら
、
草
場

の
詩
を
頭

に
思

い
描
き
、
学
問
の
深
さ
に
憧
れ
、
上
級

の
学
校
に
進
み
学
問
の
奥
深
さ
を
早
く
体
験
し
た

い
と
思

っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。

(3)

 

キ
ー
ワ
ー
ド

"
草
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侃
川
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鳥
居
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、
瀧
廉
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箱
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一
、

「箱

根

八
里

」

と

「
山
行

示

同
志
」

鳥
居
枕
作
詞

・
瀧
廉
太
郎
作
曲

の

「箱
根
八
里
」
は
、
明
治
三
十
四

一

箱
根
の
山
は
天
下
の
険

函
谷
関
も
物
な
ら
ず

万
丈
の
山
千
初
の
谷

前
に
聾
え
後
に
支
う

雲
は
山
を
廻
り

霧
は
谷
を
閉
ざ
す

昼
猶
暗
き
杉
の
並
木

羊
腸
の
小
径
は
苔
滑
ら
か

一
夫
関
に
当
る
や

万
夫
も
開
く
な
し

天
下
に
旅
す
る
剛
毅
の
武
士

大
刀
腰
に
足
駄
が
け

八
里
の
岩
根
踏
み
鳴
ら
す

斯
く
こ
そ
あ
り
し
か

往
時
の
武
士

二

箱
根
の
山
は
天
下
の
阻

蜀
の
桟
道
数
な
ら
ず

万
丈
の
山
千
初
の
谷

前
に
聾
え
後
に
支
う

雲
は
山
を
廻
り

霧
は
谷
を
閉
ざ
す

昼
猶
暗
き
杉
の
並
木

羊
腸
の
小
径
は
苔
滑
ら
か

(
一
九
〇

一
)
年
三
月
刊

の

『中
学
唱
歌
』
に
於

い
て
発
表
さ
れ
た
。

(4)



一
夫
関
に
当
る
や

万
夫
も
開
く
な
し

山
野
に
狩
り
す
る

剛
毅
の
壮
士

猟
銃
肩
に
草
鮭
が
け

八
里
の
岩
根
踏
み
破
る

斯
く
こ
そ
あ
り
け
れ

近
時
の
壮
士

「箱
根
八
里
」
の
歌
詞
は
、
「
函
谷

関
も
物
な
ら
ず
」
「
万
丈

の
山
」
「千
初

の
谷
」
=

夫
関
に
当
る
や
万
夫
も
開
く
な
し
」
「
蜀
の
桟
道
数
な
ら
ず
」
等
、

い

か
に
も
明
治
う
ま
れ
ら
し
く
漢
詩
漢
文

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

『新
修
漢
文

新
制
版

巻
二
』

(明
治
書
院

昭
和
十
二
年
七
月
印
刷

昭
和
十
六
年
八
月
修
正
印
刷
)
を
読
ん
で
い
る
と
、
草
場

侃
川

(
一
七
八
八
～

一
八
六
七
)
の

「山
行
示
同
志
」
詩
に
目
が
留
ま

っ
た
。
以
下
に
そ

の
詩
を
挙
げ
る
。

路
入
羊
腸
滑
石
苔

風
従
鮭
底
掃
雲
廻

登
山
恰
似
書
生
業

一
歩
歩
高
光
景
開

路
羊
腸
に
入
り
て

石
苔
滑
ら
か
に

風
鮭
底
に
従
ひ

雲
を
掃
ひ
て
廻
る

山
に
登
る
は

恰
か
も
書
生
の
業
に
似
た
り

一
歩
歩
高
く
し
て

光
景
開
く

一
読
、
起
句
は

「箱
根
八
里
」
と
極
め
て
類
似
す
る
が
、

こ
れ
は
偶
然

の

一
致
と
は
考
え

に
く

い
。
鳥
居
枕
が
箱
根

の
険
を
表
現
す

る
と
き
に
、
草
場

の
詩

を
利
用
し
た

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ

ろ
う
。
山
行

に
託
し
て
、
学
問
は
上
達
す
る
に
従

い
物

の
見
方
が
広
く
な
る
こ
と
を
同
志
に
説

い
た
詩

で
あ
り
、
所
謂

「勧
学
」

の
詩

で
あ
る
。
詩
吟
も
詠

い
、
唱
歌
も
歌
う
も

の
で
あ
り
、
両
者

の
共
通
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

道

の
細
く
曲
が
り
く
ね

っ
た
様
、
九
十
九
折
を

「羊
腸
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
他

の
漢
籍
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
王
維

の

「燕
子
寵
禅
師
」

(5)
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根

八
里
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と
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山
中
燕
子
寵

山
中
の
燕
子
寵

路
劇
羊
腸
悪

路
は
羊
腸
の
悪
よ
り
も
劇
し

等
あ
る
。
ま
た
、
「苔
滑
」
の
例
も
散

見
す
る
。
し
か
し
、
「羊
腸
」
と

「苔
滑
」
が
結
び

つ
く
例
は
、
草
場
侃
川

の
例
以
外
は
未
見
。
承
句

の

「掃
雲
廻
」
「鮭

底
」
は

「箱
根
八
里
」

の

「雲
は
山
を
め
ぐ
り
」
「
猟
銃
肩
に
草
鮭
が
け
」
に
似
通
う
。
現
在

で
は
剰
窃
云
々
と
取
り
ざ
た
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
当
時

の
作
詞
等

の
文
芸
活
動
は
、
先
行
作

品
を
上
手

に
利
用
す
る
の
が
当
た
り
前
。
寧
ろ
、

い
か
に
先
行
作
品
を
利
用
す

る
か
が
作
者

の
腕

の
見

せ
所
で
あ

っ
た
。

こ
の
草
場
の
作
は

『文
久

二
十
六
家

絶
句
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
降

っ
て
明
治
四
十
二
年
刊

の

『和
漢
名
詩
砂
』

(文
会
堂
書
店

鈴
木
望
氏
御
教
示
)

に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
草
場

の
代
表
作
と
し
て
、
広
く
人
口
に
膳
灸
し
て
お
り
、
現
代

の
詩
吟

に
於

い
て
も
こ
の
詩
は
よ
く
吟
じ
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、
「箱
根
八
里
」
の
出
だ
し

の

「箱
根

の
山
は
天
下
の
険
」
は
白
楽

天
の

「夜
入
嬰
唐
峡
」

の
冒
頭

「
崔
唐
天
下
険
」
を
参
考

に
し
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。
白
楽
天

の
詩
は

夜
入
盟
唐
峡

盟
唐
天
下
険

夜
上
信
難
哉

岸
似
双
屏
合

天
如
匹
吊
開

(以
下
四
句
略
)

夜
盟
唐
峡
に
入
る

盟
唐
は

天
下
の
険

夜
上
る
は

信
に
難
い
哉

岸
は

双
屏
の
合
す
る
に
似
た
り

天
は

匹
吊
の
開
く
が
如
し

(6)

 

と

い
う
も

の
。
崔
唐
峡

の
上
流
に
は
、
蜀

の
桟
道
が
あ
り
、
「箱
根
入
里
」
に
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁

で
は
あ
る
ま

い
。



二
、
作
者

・
背
景
紹
介

次
に
、
「山
行
示
同
志
」
の
作
者
、
草
場
侃
川

(
一
七
八
八
～

一
八
六
七
)

の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

江
戸
時
代
、
肥
前

(佐
賀
県
)

の
人
。

(略
)
佐
賀

の
多
久
邑
主
多
久
氏

の
家
臣
草
場
泰
虎

の
子
。
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
十
八
歳

の
と
き
佐
賀
藩
校

弘
道
館

に
入
り
、
ま
た
長
崎

に
赴

い
て
華
語
を
学
ん
だ
。
二
十
三
歳
江
戸
に
出
て
古
賀
精
里
の
門
に
入

っ
て
程
朱

の
学
を
修
め
た
。
佐
賀
藩

に
仕
え
て
弘

道
館
教
導
と
な
り
、
教
授
に
進

ん
だ
。
博
学
多
識
で
詩
文

に
長
じ
、
ま
た
墨
竹
画
を
善
く
し
た
。
天
明
八
年

一
月
七
日
生
、
慶
応
三
年
十
月
二
十
九
日
没
。

年
八
十
。
著

に
侃
川
詩
鋤
四
巻

・
侃
川
文
紗

・
侃
川
詠
草

・
対
礼
余
藻
三
巻

・
片
姻
遺
灰

(
一
名
阿
片
紀
事
)
四
巻

・
片
姻
夢
函

一
巻

・
姻
茶
独
語

一
巻

・

附
膜
日
録
四
巻

・
東
路
日
記

一
巻

・
婆
心
帖

一
巻

・
山
野

一
善

一
巻

・
湯
豆
腐

一
巻

・
毛
儒

(も
ず
)
の
噂
り

二
巻

・
来
聰
器
械
図

一
巻
が
あ
る
。

(日

の

本
教
育
史
資
料
巻
十
二

事
実
文
編
六
十
四

近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成

・
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
)

ー

(近
藤
春
雄

『日
本
漢
文
学
大
事
典
』
明
治
書
院
)

次
に
、
鳥
居
枕
を

『日
本

の
唱
歌

(上
)』

(金

田

一
春
彦

・
安
西
愛
子
編

講
談
社
文
庫
)
に
よ
り
、
紹
介
す

る
。

鳥
居
枕

二

八
五
四

-

一
九

一
七
)
音
楽
教
育
家

・
作
詞
家
。
江
戸
に
出
生
。
明
治
三
年
大
学
南
校
に
学
び
、
ま
た
外
国
語
学
校

に
入
り
、
さ
ら
に
明
治

十
三
年
衆

に
先
立
ち
、
音
楽
取
調
掛

の
メ
ー

ソ
ン
に

つ
い
て
洋
楽
を
勉
強
し
、
十
五
年
同
掛
を
首
席

の
成
績
で
卒
業
し
後
直
ち
に
同
職
員
に
採
用
さ
れ
、

十
九
年
第

一
高
等
中
学
校

の
音
楽

の
講
師
と
な
り
、
二
十
四
年
音
楽
学
校

の
教
授

に
進
み
、

こ
こ
で
国
語
と
音
楽
通
論
を
教
え
た
。
大
正
初
年
ま
で
の
問

に
同
掛
、
文
部
省
お
よ
び
音
楽
学
校
で
出
版
し
た
音
楽
図
書

で
彼

の
手
を
経
な
か

っ
た
も

の
は

一
つ
も
な
か

っ
た
と
言

っ
て
い
い
。

(以
下
略
)

「箱
根

八
里
」

と
漢

詩
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論
集

第
17
号
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明
治
時
代

に
活
躍
し
た
人
の
多
く

は
江
戸
時
代
末
に
生
を
享
け
て
、
人
格
形
成
期
を
送

っ
て
お
り
、
漢
文

の
素
養
が
あ

っ
た
。
乃
木
希
典
、
山
縣
有
朋
、
森

鴎
外
等

は
そ

の
例
で
あ

る
。
当
然
鳥

居
も
そ
う
し
た
教
養

の
あ
る
人

で
あ
り
、
「箱
根

八
里
」
に

「
函
谷
関
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
時
か
ら
、
漢
詩
文
的
世

界
を
歌
詞
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
唱
歌

に
は
、
次

の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

中
学
唱
歌

の
編
集
が
行
わ
れ
た
時
、
応
募
し
て
当
選
し
た
作
品
。
音
楽
学
校
教
授
鳥
居
枕
か
ら
、
こ
の
歌
詞
が
作
曲
課
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
と
き
、

こ

ん
な
曲
を
付
け
に
く

い
歌
詞
と

は
、
と
先
輩

の
作
曲
家

一
同
尻
ご
み
を
し
た
中
で
、
ま
だ
卒
業
し
た
ば
か
り

の
滝
廉
太
郎
が
見
事

に
曲
を

つ
け
、

一
同
に

舌
を
巻
か
せ
た
と

い
う
作
品

で
あ

る
。

(
『日
本

の
唱
歌

(上
)』
金
田

一
春
彦

・
安
西
愛
子
編

講
談
社
文
庫
)

三
、
先
行
研
究

(s>

 

一
海
知
義

『漢
語

の
知
識
』

(岩
波
書
店
)

の

「箱
根

の
山
は
天
下
の
険
」
に
は
、
次

の
解
説
が
あ
る
。

・
「
歌
詞
に
は
漢
詩
文
の
影
響
が

は

っ
き
り
と
出
て
い
ま
す
。
」

・
「
羊
腸

の
小
径
」
、
羊

の
腸
の
よ
う
に
ま
が
り
く
ね

っ
た
小
道
、
と

い
う

の
も
中
国

の
古
典

に
も
と
つ
く
、

と
さ
れ
、
「万
丈
の
山
、
千
傍

の
谷
」

は
、
唐

の
王
之
換

(6
8
8
～
7
4
2
)
の

「涼
州
詞
」
の

黄
河
遠
上
白
雲
間

黄
河
遠
く
上
る

白
雲
の
間

一
片
孤
城
万
傍
山

一
片
の
孤
城

万
傍
の
山



を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
次
に

コ

夫

関
に
当
る
や

万
夫
も
開
く
な
し
」
は
、
李
白

の
詩

「蜀
道
難
」
に
出

て
き
ま
す
。
と
し
て
、

一
夫
当
関

一
夫
関
に
当
れ

ば

万
人
莫
開

万
人
も
開
く
莫

し

を
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

中
国

の
詩
人
李
白

は
ま
さ
か
千

二
百
年
後

の
日
本
で
、
自
分

の
詩
が

こ
う

い
う
ふ
う

に
使

わ
れ

て
い
る
と
は
思

っ
て
も

い
な
か

っ
た
で
し

ょ
う
。
し
か

し
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
こ
と

が
好
き
だ

っ
た
李
白

の
こ
と

で
す
か
ら
、
「箱
根
八
里
」
の
歌
を
ど
こ
か
の
仙
界
で
喜
ん
で
聞

い
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。

と
結
ば
れ
る
。

偶
然
、

一
海
知
義
先
生

の

こ
と
が
あ
る
。

「
〈読
游
会
〉
陸
周
年
記
念

読
游
会
札
記
」
(編
集

・
発
行

読
游
会

一
九
九
九
年
五
月
)

に
、
次

の
よ
う
な
拙
文
を
書

い
た

(9)

 

大
学
入
学
時
は
、
大
学

の
先
生
と

い
う

の
は
、
私

に
と

っ
て
雲

の
上

の
存
在

で
あ
り
、
は
る
か
に
仰
ぎ
見
る
高
山
で
あ

っ
た
。
そ
の
私
も
オ
ー
バ
ー
ド
ク

タ
ー
六
年

の
後
、
大
学

に
就
職

し
た
こ
ろ
か
ら
見
方
が
少
し
変
わ

っ
て
き
た
。
曾

て
は
あ
れ
ほ
ど
高

い
と
思

っ
て
い
た
山
も
意
外
と
低
く
見
え
る
こ
と
も

あ

っ
た
。
反
対
に
登
れ
ば
登
る

ほ
ど
よ
り
高
く
見
え
る
数
少
な

い
山
も
あ

っ
た
。

二
十
年
近
く
も
前
の
文
章

で
あ
り
、

「箱
根
八
里
」
と
漢
詩

当
然
、
当
時
は
草
場
侃
川
を
知
ら
ず
、
純
粋
に
自
己
の
登
山

の
経
験
か
ら
書

い
た
も

の
で
あ
る
が
、

二
百
年
前

に
既
に
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同
じ
境
地
を
漢
詩

に
詠
ん
だ
日
本
人

が
い
た
こ
と

に
感
慨
を
禁
じ
え
な

い
。

四
、
明
治
唱
歌
と
漢
詩
文

明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
唱
歌

・
軍

歌
の
中
に
は
、
曲
は
西
欧

の
も

の
を
利
用
し
、
歌
詞
は
和
漢

の
古
典
を
下
敷
き
に
し
た
も

の
が
多

い
。
更

に

「螢

の
光
」

「仰
げ
ば
尊
し
」
等
は
、
歌
詞
に
勧
学

・
師
弟
愛
を
詠
み
込
み
、
徳
性
の
酒
養
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ま

で
の
唱
歌

の
多
く
は
、
外

国
の
曲
を
元
に
し

て
い
た
が
、
「箱
根
八
里
」
の
曲
は
、
瀧
廉
太
郎
に
よ
る
純
粋
な
日
本

の
歌
曲
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が

認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歌
詞

は
中
学
生
に
歌
わ
せ
る
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
日
露
戦
争
前

の

「
山
雨
来
た
ら
ん
と
欲
し
て
風
楼
に
満

つ
」

の
時
代

の
風
潮

に
沿
う

べ
く
、
質
実
剛
健
な
歌
詞
に
な

っ
て

い
る
。
こ
の
歌
詞

の
背
景

に
、
草
場
侃
川
の
漢
詩
を
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
す
れ
ば
、
当
時

の
エ
リ
ー
ト
中
学
生

の

格
好

の
勧
学

の
唱
歌
と
な
る
。
唱
歌
と
漢
詩

の
両
方
か
ら
学
問
と
音
楽

の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

*

本
稿
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
九
回
海
外
特
別
例
会

(於
台
湾
大
学

二
〇

一
六
年
九
月

一
日
)
に
お
い
て
、
箱
根
八
里

「羊
腸
の
小
径
は
苔
滑
ら
か
」
と
草
場
侃
川

「山

行
示
同
志
」
詩
の

「路
入
羊
腸
滑
石
苔
」
を
め
ぐ

っ
て
、
の
題
で
研
究
発
表
し
た
も
の
を
基
に
し
た
。
参
加
者
か
ら
種
々
の
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

io>




